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巻頭言

雫甲..準
 昭1抱3づ年9月・に.2.才号含,敏で主幹建物の2駿建本館が全・

 製して・から早いもので輝一2年1多ク肩虹なる。残った附属建物
 牢修理して多夫な不便・をしのび・ながら、.しかも直後1に実施さ
 牝九機耀の.撮奉斑改革と建物及ぴ施設の復棄と云う、;重⑪難

 爵を突飢ρ鴫}・驚職務蝉来半牛前率掬灯葱即・旭・.・一
 場景・の苦労舷々・で'糾か…鉄筋子.シク.ト・1・尋階・率城鐵4'一・・
 殆んど新築一健変ら一機.附属建物の移築I工。事一や一内部殺傭の工事・も11,∵

 '率k・・ζの駿脇・一紬必1目野武典と20貝柚2㍗
 雫で一3'蛸1の・詠含水難触が行岩つ坤と'・
 1一ζム部に勢ったことはト単なる・鯛を擁し呼良鰍
 暫纏設をやる.うとす一喜我・の雫凱脈㌦敷地・9決定㌃…・
 鏡物の窺摸と様式、設備恋とに.ついて揺馳の.助言と観力をい.

 だkいたとζろの本試復興対策委一貴会(県一執行潔.と機会、I.櫨

 木水産学臥水銅駄ど.6代表者で組譲された鯛の滞間一
 撃蘭)その季貴各位の湊す.予.㍗それの機臥設評・斌仙..
 .施騨鯛鵬羅・1と鋤や毒力・の騒である。Il一
 .目撚当ら㍉鯛し二は糺永遵の.口もなし・徽窮け
 鰍目砂ホコリ・蝉込む・およそ研究に二軍往にも楠当な・と一、
 ..…ろから・各纏と苧採光通風に中'咋く・現代策武.のゴゾ芦
 干リr1建水飴と`充分とは云え亭伽まで章.プ今戸.の飽方本
 試としてはあまり髄にヒケを散らぬ設衛の.紅ζろえ穆つたこ

 .とは今幣仕事の上にプラスするも州ミあるセあろう知
 更に特記したいことは本県では各試;験研究機調忙.硯究騒の

 轡魔が一適用さ.机ることになりも4月/日に謹上って.発令を見一
 触ことであ㍉築鐙次第では志ろうカ㍉こ札で当歓技術畷貫一・
 は役付に.襲係'杜く待遇の頭打ちを見旋い蓬が静かれたこ・と延I

 なり冊従って往年雪)。如く:牢=庁その絶と一の闇たタライ掘し的叉I
 は翻上げ的人事.が行.わ乳ずに済む申㍉一少くと・・も最小一漢度に止



 め得ると期待するn=

 もちろん当嘉は・告・わゆる一象牙の擦紅麗ぢこもつ湖究のた
 めの研究、試験のための甑禅を主とする機関であってはなら
 なΨ・』..しか'し世界水産額砕て日林クビそを接して続1ソ
 違、中共、アメリカたグルリーと敢巻かれ、しかもこ机が科学
 技術を重視する.一流国であるから。我が水産界が其の日暮し

 、軌弗科学竿在り方を紺てい七1‡落伍し・シメ串され峠
 とは火を見るより明らかである。試験研究は圏の・仕事に任せ

 応用と指導だけやれぽ良い時期でなく、総力を歯碓豹牛発揮
 して'取組むぺきであξう。載々.の対.象は瓢らぬことだらけで

 ある。・/隼や2年あるいは数年で靭ること・は片鱗であり椀外
 であ.る。従って藤を藩付けてジ.ツクリ仕事を続けねばなる斐

 い亀モうすると霞家'的」蜜困と、あきつ植い国民睦から、いろ

 いろ鯛から文句が出るだ苧うgし恥し今日・窮日益えない
 か.ら左云ρて場当り的なξとだけやっていて惇、あさっては三
 来年は一層食えな.くなるものである。場合に.よっては自分の

 代でダメな事鏡く硯究者の代で成乗をあげ・ると云う覚悟でや

 る一必要率あ㍉栄転;昇私.昇雛とと名利にとら叶ず・
 麓物セ云えば土台、防波堤平云辛は棄て石・の立馳なら鮒・
 注るまい。し辛しながら'関係業界や管理者鰯の人々には、そ
 の厚対のこ.と1脚ち断えざる且充秀・なろ理解と優遇を室みたい{
 土台の弱ル・建物可糞石を簡略にむだ防波箆が、どんな遼壷を
 走どる津を考一えていただきたい向

 幸忙して本場は。現在の本県財政事二倦のもと下は騒犬璽と

 思舳る理睡と蹄力を得てむ施雫も職員待一遷の遼も菌逮の方
 毎紅一拳をふみ略したものと恩・う。今後は各醸貴の自覚と努
 力、・並に周観9財政的、精神一翁醒解.と観一カのマッチする程度
 によるこ・とではある二が}従.来に優る棄繕が掌ることを期待す

 .一る次謡そある。



鹿児島湾潮流観測報告

高橋弩雄

 揮。、坦隆
茶円正明

1更)観測
 鹿児島大学水産学部と鹿児島県水産試験場と一場厨て鹿児島'
 湾内の潮流観測を行一つたのでそ牢鰭果一を報告すると・
 期''目細和3!年!!月!4日よ・り23目迄

 {';翻棚、艦.しらさぎ.(鹿児.島県漁業取締船、船長松田光雄)。

 観泓興商鮒年一'絹1醐・浜本金吾・櫓禾旦私泳一甲
 し二∴二■'践彦、永田裕一筆、工藤芳郎、.辞勢義昭、(卓上8

 名鹿児島大学)o

 …肥後遺隆(以上!名本.産試験場)o
 一観測痘、1第/図に示す61点Cいずれも!00・㎜以浅一の点)o

 ・各点で4采は5層の流南流遠を細した。.
 衝韻蛙鎮二単ク寺ソメルツ・流速計〇

 一滴雛・莞・表の通り・・(末尾記載)第1図　観測点

 ⑳調査結果
 サ餅甑鰍卵の関係'
 ・;一陣蝿・雛内省都㍗雛の納
 汰今記遠に不愛であるのでぺ以下一
 紅おいては桜島西方の狭い水道を

St
 破延赴桜島水蓮と呼ぶこととし{

 師屠湾を酉桜爵水道によってユ、
 ㍗坤の部舳㈱鰍、・

 ζ三讐讐1111/'
 鹿児島嘩第3鶴橋に於て・鹿児島

二1_



 気象台の雛雛wテ1砂て㌧・るめで」・潮流弾鯛千の観.'
 測籍果を第2表に義罰青る。一軍し途第次動時は繭1夕表か?ら得・
 た季の七ある一文琴中に呼触即払ける嫡叩蒔麹を
 附記して.ある・b一二三.
第2表'鹿児島港潮汐表(鹿児島地方気象台観測)

    干潮
    刻紳時刻

   
 繭(か潮汐表に干.声李の・=・.
 魔児島湾を畏さ55.㎞(桜島以南⑪みとした長さ):二、・=深ざ1.

 ・一差㍑…醐・の1形とするレ白・申振動の最長逝顛は静冒抑
 蒔闇(工!は湾の長さ、hは率さ∴琴は重力加速償)とな・り一・
 ・従って太師一自鋤・沸鯛との=触書≒卿とだザ
 湾内に節あ・卵共働溺苧と見破される二」芳潮汐豪によ'札暁
 ふもと=及び山'州藩の。潮1蒔似臨属島濫の・激時からb連れは。夫々一鞠

 0倉、二5分に過一ぎ昧い①実際に。検潮柱を立て一て・自測によ1る
 観測を∴山川港延おいて〃月μ日μ時より'/5日一6時迄“及Il
 ぴ一天降川口附逓一で2・・2目!3時より2・2日/8時迄実一施した

 所、かムる簡単な測定法では商地点共氏1I第2表た示した鹿

 児島港の潮時午19義は舳し鮒かつ㌔1率鯛され舳川
 港の潮差は!52卿であって同期蘭の二鹿児爵=溝のそれは!64土
 、肋.である。これら・の観・測繕築ぽ上記の推論と合致するb・
 以上のことか.らここムに取扱う問題に興する限りは'鹿児=

 鮪内に紅へ太陰南中畔.り約6}8時間後に叩到る・I
`2・



 所同時に満潮と牟ると見.傲すことが蕪索る三;
 毛ごて湾内.到る処の備干・潮時剰は第・～'率で与え童};れると見.

 徹しぺこ㍗第/表と嫡す㍗と紀よ矛て下記の事実を見・
 笛すご}1ができ糺.∵ウ.'
 一毅言乙上げ鰍j北軌・下げ潮岬流で笥満干輝雫頃に憩準

 す亭が・一織下紬より早い場声と・遅い弩合とある・・。但し叩
 では、.酋溺紅満潮前と干潮後に、一束働は満潮後と干輝蔚。に鼓,
 流.するσ即ち西側は下げ潮時聞長く、東側は上げ輯時・闇が長・

 へ二繭湾の中軸では・.甲測は殆んど昨繭流で・東一対下
 層は殆んど常に北流である。

 率2即落輝流を示す。実纏は醐撃纏鍛柚:.達雛
 に基外た捲定卵ある6担,し鋼酌・苧1:坤鯛秤半?
 て多少相異してΨ・るので、歯測値は最1も近い層の図年一記入し
 ̀てあるぺ以下の図午於.ても・同輝〕も.'鰍全湾飾干1捗り・
 西桜島本道では下層δ流速が一上層一より大となつセ居り、・・叉湾
 口では西側が東鰯より流遠大である。しかし北湾では5画、

 !0㎜。層で時計一麺一り環流宰傘しており・40町・㈹郎・㌻環流、
 蝉熟年しない白1叉紬U岬.では南舛柴.部海紅吋
 環準があ。つて、粟側で北流の部倉があゑ。.

 第・馳鯛流一を示す。一般に北流で軸ふ野島・栖で
 は上腎よ・?下駄流連大、あ・㌦即では鯛岬昨り■流・・.・.
 遠一犬であ㌦南湾平琴紙環流をなし・'西馳輔鮒カ1あ
 る。5臥。!0㎜層では夢t争、5間(桜島南寧方)だ発散があり、.
 従りて湧昇の存在を示しているΩ・St5の華には輿餓があIり、一

 これは沈舞と・湾奥へg溝雛向っての推穣筆意味する・坤
 は反時計環流をな■レてIい弘=..1.・、.・・1

 (2)半日週期潮流と1日週期潮流

 鹿児島港1こ於ける太陰南中時刻を○時一とし、て嘩!表の観測.
 腫を靹分析した績・融」第3表?如くであり1こ如によ.つ辛,
 描伽た潮・流だ円を第忽一図に示す二軍から得られた繍潅だ円の

.・3}



 第2曖丁.a  第・,2図一b
落潮流
 ユ。醐膚5越馨

 第2図一C
落潮流
40醐雷

 第2図一a

落潮流



 第身図一a
漲潮流
5壷藩

 箪3図一わ

 工。識層

 嶋3国一C・
 漲潮流40ｍ層

 窮5図一d
 漲潮流.70ｍ雷



 要I素を第嫁に一示して1あ～最大・噌、滝の蒔触太陰南1中時を
 ○時とした太鯛で示'しゼあ和但;し・醜.ア鵬'響が/4蒔・
 即・・宇土さヤ.ているので.㌢てあ一る←・潮流だ帥鱗一方向は
 管計酬と反繍弩りの浦方があけ一渉一の竿㌣多I分に示.
 している。

第3表調和常数

 ㌻箏7
∴に㌻lllll
 ,1}仁終上1:…篶斗三三三三。
 騨.東分u告u+uCOS(毛一ω十u.COS(2トーu)

 北分・i1・=V+VG◎S(。ち一秒十VCO竜(21t刈・…

 二2・工.大陰日'

 一〇・.



 半日週期潮流、、餉・が最声琴勢で奉り、・t・がそ帆
 次ぎ・叶らφ点で1牢潮流の大勢は半目病期鮒で一触沸・
 る。しかし.その砲の慮ゼIは半・8通娃'潮流は小・となづ.,そIρ一日週

 朝潮流と酸度であり・更に!自適期潮流のヂ苧郊って大き
 ㌃・場合がある'半目1翠親潮流の流速牧犬紅於て各点とも太
 師締よ一り・・糾幣閻I後蝿gで鮒三,嚇遠は串省遇.期溺靖
 の最も大きい§t・で'は絢・・一堆・で・ある。
 昭和享年3月に春庶丸('参老友献参照γによつ・て行はれたI

 潮流観灘結果に.・よ机ば』今風。の観測で半。貝避翔一潮流あ一卓越し
 ている蹄2附逓で、ノ日適期激流と半日遡鶏潮流が同程度で



 一あり知合.墨の苔全備竹日還顛繊,の鰯著洲岬11二近一で怯
 半日.還窺紙に、鳥レv鯛繍'蹄が断然.蝕.1・1モ1一・1・ている。
 春風寅.の饗溺は昌溺不審大な・る小禅の前舌1一二行われ一ξ・蒙り、
 今国の観灘碕果との梱達鮎潮稔の相乳従って日南月の
 赤緯の相異によるもの♂見傲すことが困来る。叉町湾内全部
 の潮汐が殆んど周.じ型式であるにも拘らず、半日過覇潮流の

 卓越する点と。/日遜蟻潮流の卓越する点とがあること.に注目

 すべきである。一・.
 南流だ円の深さによる変一化を見ると,・s毛4の勉、半日過

 溺潮流の擾大潮流時勲牟深.さと≡共に遅れている。←かし一st
 2.の半目遭鞠潮流.に於て中座携の影響とも見られる様虹隆播
 (擾輸方向の時計蟹り。鐘大潮流の減少か長短輸地の減少)I

 がある飽は・摩擦の影響と靴られる率.な特徴は見ら戦～
 海一産額斜の急なst叉4では海.廣一蹴逓一で劃って騒大潮流は増

 しており・海底が浅くて畔燭牟深㌣・舳では断面積小なる水
 遵への掬込.み動果が現れ、最大潮流法深さに対してあまり変一
 らず。長短繭比も深さた対して不規員理隼変化してぺる恥

(3)恒流
 翻和骨折鰭果から得られた癒流は第4表に示してある。こ.

 れによ譜雫15図が描か帆いる。図印航!は1第/表の実.
 湧瞳と牟簿娃とに藍づいた撞定流が記入してあ勾。
 §tノ、4む湾口西側及ぴ雫湾中央部面濁)は告I層苧揺曳.

 北流である。その飽の観測点では..b層と下一届が舳逮一になつf
 ており、航3,5(浦湾中央部東欄及ぴ酉桜島本道)では上

 層南沸で重層北流亡差り、魯も6(北湾の北踊附近)では上層
 東流下層酉涜と肢っている。鑓って.餉2.3間には上層収
 雇定・があり、虫二5間に法下信健発薮があり、Sも5.6闘牛滝
 上磨に発散、下層に扱蝕があ・る。
 早上の写実峠下記の如・き繍が考えられ弘湾外から流一一'

 .入.←て就2を遼過した高密度の外洋水はSt3の竃の鞭微で
 ・一8'一









 七沈降し二湾砂東側下擾を北流して鮒4,5簡で2分し、、一

 方は糊を中流して湾外ぺ航・ド方は辛。流して酉桜島維
 似海底を舳上り一凱・鮭紬越え.て北即れ北湾へ入
 づたこの流・牟箏湾如低密愛の氷の下馳反騨廻りし
 て・西北親で癌昇発散し。時計廼?して上履を腕串する。一方'
 河川からの淡水を冬場紅混じた簿奥の錘密度,の表層水帆上
 信を南流して西側を湾外に向う。湾一口に於ける東鰯.の北流と

 西翻の南流とは、.湾外の流動とめ達麓蛙一を欠く様1c見えるが、
 Iし李し恒流の、大さ一が潮流に比して小であり、旦つ懸潮時延は
 驚二幾練ζ幾夏‡簑驚二続㌘

 .上記の如く.痘流は垂直循環慈海I水蜜慶の垂直分布に大いに
 支配さ・れる故、季鉦的に栂当な率動の茜夢ことが予期される籟
'11-2・



 観測点は.†咋て/.θg胞填浅(こ1場所(夢一少『3あ}1)Il=“。轄湾北湾
 外中央部の舳'愈以一潔⑳即濁激ヒ1～・の繍柵.へ華
 軍費這度の増大する夏期に民、.中'央部夢盤の海ぶは目'・上繧の
 流動と繍結睦によって多埠の流動は一法峠し・ても大鰍於
 て檸溝に近いものと考へ弓れるが町垂直循環が深暦に達する
 .季節1・畔部の海が如一句在る流動をするか叩いて珪衙次の
 一調釜が必要である。

 第4表　潮流だ円と恒流



 篇5図r&

恒流
 sec5・理隠

 第耳箪'b、
恒流
 10戯箏∴

第5図化
 恒流40ｍ層

 第5'国一・d・
 恒流70ｍ層



(4)要約

 覇舳年μ秋鹿児弩師・・砕潮流一銭灘を存へ幸・
 とし七その結果から"下動即効き実検を見.出した。
 左一般に騒潮流は北流b藩潮路は南流で箪流は蹄干潮時頃.
 .である・が。満干潮時より早ホ場合と遅い轟合とある。湾高

 東鮒率潮流=の鯛字一く・西側は藩潮流の時間が長く・南
 一湾中央瓢では西1釘は瀦1紅ど袴に南流で、東側の†層は殆ん
 ど常年北流であるσ・

 島'湾内潮淋餓禽噌触が'襲罫ヂは場所によって揮
 異しているバ目遜期雛氏酉騨水蓮で最も・蟹勢で・
 最大潮流約・・二κ.(半目録繍のみの値)に遠し、
 湾口碑それに次ぎ、その紬の点では!貝退期潮流と同程度

 で亭～半日通期潮流ξん日鏑潮流との干の蟹苧関係は・
 太陰、太陽の赤緯によっても梱遼するg

 喜邸g行叶乍す㌻.め碕(㍗千…舳浅!健於、て.
 潮流だ円の大きさは、一深さに対してあまり変化せず、海崖

 野近で却㍗榊雛もある・虹け宇琴親潮流の雫1
 大潮流の起時は一馳梁苧と共繋終・`るσ

 劣・・糧流は一犬一膝に於竿1二・霜簿で愉棄1鰯芋愉粉流1∴睡.翻1ぽ南流で
 あり、す層拡北流{上一房は南流一で'渉ざ』西一桜島本遵も下層
 は北流王軍は南流である。北溝あ車流は下層反梼論題り上
 鱗剛と考↑㍗㍗これらσ循環曹悼干ね飾ら李
 価・o

 毎垂藍循環は垂直安定憲.度似.撃.飽.変化にI応。ビて一変動すぺぎ

 であ亭から緕湾内の坪水流雫1にも季節変牢カ…予期さ怖1
 .4湾の中突部の〃0皿以深の海盆内の流動については将来

 の調牽が必要であ亭。
 本調遼きま鹿児島県水産試験場西田稔場長。同上野茂漁業部
 長こ鹿鵬鮒鯛正一郎漁政課長の郷慮と舶嘉雄しら
 さ一き船長の櫛醗力によって遂行.することができた纈叉虜毘爵.
 海上保葉都藤弗正之水路課長の御好意により.多籔(D予措轟真

'_15二



 を携行・守るとゴと以率。欠滋.を気者懐窟札止めグ.・汁・守㍉
 慶雇薄逮減象台今童細長払ら夢未発表作}榊㍑
 儀を鮒走。女綱産卵岬紬賊纏溺停遂行に蘭し有
 嘉なる御助言を害せら純。どぶ縮しで鯛の意を表一す弘
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 東支那海さば漁況

 漁業部1徳1留場^ポ
 鯛畠港に入港わ漁鮒和・年純比ぺ今年は急に大

 型になっている。このことは東支那海の、さ嵯漁業が'企業渥

 レて成り立つ事が、経営者闇に認識され“一或は勉漁二業よりは

 義金・の面でも回転が早い等の呼坤であろう・遠く批干瓢
 宮域県等のカツオ、サンマ、漁業より閑為朝を莉浦して一いる

 状態セ、新造或は転業を含め司一覧表に奉じてい季よ.う倶、

 蝉許ク3隻にの憎ってい弘そ.9うち一驚甲繍は26邸
 半分以上は県外鉛で占めて～・・〆蟄干b漁船はパ竿
 でレーダー・ロラン、電気水温計率走機軸近代華
 構をなしているのが約/0隻ある。この様に、た.r単に漁場

 に行き・魚探だけで魚を釣るというのは今目以前の事一で。漁場を一.

 一解新解明する意慾が睡柞ている“例え浅.溝底図を作り、水濠、一
 期目“濁流等の関操を解新一総合し.セ魚道を詳鋼にわたって解

 飼する努力がなされている。.

 §一般概況

 ・平入1やぶ月.の水姦量・・練主}、万貫1薮.
 干して㍗。一酔均漁鑓は坤で為・川〆;一中旬で
 Z0・0〆一.下街.でμ0θ0〆と誠一/.日5J6万貫の
 中が多く司gのだ一め矯軍牢、500円(4貫)台を割.る.弓もあ'
 った。

 §漁場

 昨年!/一月の主漁努は農林靖区μ92、一4913区節ち28二
 30㍗ユ9-30亙/25-00』/25-30記であったが、今年!!月

 上旬は。503,5・0.4中5/3,5!4区で遂扶
 南西方へ鉱がり亜ヰ'引下・旬は5'/4区に集中の傾向を示し好

 漁を持続した。昨年繭月.に比し冷水の張り錯しも撃い影響も
`29■



 ・あ?てか・漁蕩叩㍗㌣㌧二・

 §漁況.チー.{
 ノ/号上旬まで帆哨平眺0・00〆程爽で香しく一なiか

 ったが、中,下旬にな.る・を・俄然舜漁続きで、、浮上弊を見る'箏
 さえ多く一夜1/.‡0'・0`σ〆⑨弼も.ある。魚操に'.よIる語録・は、小.、

 さくても、檸上すると吹群Iであ奪。速に犬一きIな記録が葉外.一心.
 群で焦俸が小さいこ.と.も.あつ吹。潮流はNの場合が餌付良,好
 である6・1・'=一'

 §海..況一
 本渥は.各般まちま昏に.象・り.狐あだが上旬で2島2～2.2,..8

 つ、中旬で2島0}・μp下二勧でれ茱・㌻3み2Cの水・帯
 で好漁・セ和た。・・一1

鹿児島港入港船県別現在勢力
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       総括表(鹿児島港水場)
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 サバハネ釣漁場図

 漁獲のあった農林

漁区番号

 東支那海まぐろ、かじき延縄漁況
 （昭和32年11月分）

漁業部

 概,・況

 .鹿児爵へ港の当該漁船ば〉6≡月の1を隻た此ぺ!!貞一は!00
 I鉦急増し、漁銚東海全海壌た亘り操紬帥如・小宕が・
 主印漁場郎は舳釣漁調辺の洲丁・・U・・馳ン・・
 瑠ρ海域で率も多く操業されて倒しろかじき・及・ぴ∴まかじきが
 /%近い漁獲率で漁事されている。

 さめ類の漁獲も箇月に比し増加し29加～30“/24固～/26週の

 海域では3%以上の漁蟹率を見ている。一方男女一群島西方の

 漁弩でもまかじき.ξ漁獲率バ呑以半)辛さめ類栂漁が見ら.
 れている躰漁俸峰まかじき.では!Io貫就後が・婦も歩くしろか
 し挙では20貫合にモードが見ら.る。I竹下)



漁況調査表
 調査船数'グ。o隻

調査船番号  /28!串ヴ3!0号



箏1+昨
 :ガll11・/パl11箏
斗妊淡紅孔.燃饗

 ・一3局',



漁業漁況図

一殺
二殺
三段

四段

操業回数
上物漁獲尾数
漁獲率
漁場記号



奄美短信

 ○聞鮒なかった本島・9民謡も今で蝉しみが,卵で来た。一
 金裁罵蘇鉄にも自から〆臥俸舜あって似る締の戸,
 .さは㌧一その蘇鉄の胴の猪以上の高さ干なけれ卵らψ
 とか、議鉄を喜る審美腿も今や玄人肌とな?た0嗣僚の家
 庭を窃ねるとき紋や一先づ庭先に立って、愛用蘇鉄の幾鉢か
 を賞賛してからという作法?も今では身について.き走◎一
 句れも年季てあみ。・二.

 表る'!・2月ガ日一大半の穣貴は意義深く大島赴任2周年目を

 迎二忽酪と障苧ぐ峠を越トた牽働であろ㌔このこと畑
 にし筆にすぺきでないよう干あるが一言触れておきたへ

 ○去る目、盤試分醤瀬戸内試験地苧廃止され、、そこめ蹴貫の
 官舎が水神場蟻駄そつ.くり移譲さへ率らく住宅坤
 ら髄雫住した.・民と借卒帥の工が移転したぺ・畳。争葡
 に架畳半。2畳それに湯殿つきという着要餐詞令部将.校官

 舎の豚千ある・紅紹介してヂと現在勤努長6平
 屋藩邸宅卵00円(家琴)'柳辛事の文化芦宅み…南

 }稼・除竹ばあ努・麟貴は自一宅成年官舎往となり.“.住宅難年初る

 呼瀞鮒も一応川こ巖潰したことになつボ
 ○巣月X日.声瀬市に第軍した・バスの車窓あ眼下g最もを
 めで'ながめながらきもを冷やすことほ相牽らずだったが、
 一復興の恵雌自の当帆みる.ようであった。一山
 紬い服り取られて新らしペカープが蹟来、くちかけた
 騒は鉄筋の橋紀変わつ土一あった。自鎌環境の相違・さえ善に

 し凌ければこの賠もやがて住み易セ・爵に変ろIうとし.てΨ・1る。
 ○ヂ場新築藩夢記念を襲えて島の趣のあるものを=出品しまう
 と斧・係共醐っている“繭係では何百種キい'う升穀を.図
 鑑と照合しなllら和名を記大し・製造で年一自紅奪って永
 らく手し呼かけたふつ苧飾の最岬仕上に李念がなへ
 漁亭う一は準縄改醤指導、観1輿船建遺と多.忙な腐合壱縫って

“・37・



 .麗示馬さんご縄の祷惨を始めると.ル・った具.合であ・る〇一.
 麹かに御盛会を研ゑ。.∵一一一

 〇一5郵鯛のポスダ1こ神ふ.ら岬賛㍗デー苧.咋.に投函・
 さおるよう犯と靴二千。夢る・今靖も癌.1隼と辛1和千年
 の正月は島'の焼ちゅうを飲みながら一r一あす.どの豪ば一石豚

 1字∵毒殺.し跨とへこちらは2石野だつ.たとか」.岬た大きな
 豚を殺すのを=浮痩把するという島の人達の話題もきふたい

 芦'のだと恩?ていポ
 よき新年を歯迎え†さい。

 ・碑佃〃晃.工記)

香..敬二目記一

対紳誌'
 !2月I5日ちどり丸5次瀬魚試験を終え帰港

 坤3.20・貫/0㍗
 船長あ歯槽濃漏急激に悪化・代人なく6次路港見合

 せる。I.

 ・岬、1苧三蜻くる撤餓験のためバラ'女近鰍臨鮒
 、,師丸本日を・もりで操業旬揚げ溝綱け帰途につ

く

 ン81ヨ20目一窮撃の展示会を日葡に控え総動1翼体制とな
 'る。

 、鮒日照爵丸清一水港氷霧約ユ89ρ貰9!万円

 一短朝部貴岬・雛出て亭ばはね尊漁況.の語銚当つひを;
 各.船く.神水鮒辞の.こと一として幣別g感想も湧かない有
 様何本予熔大躍外来鉛の回航㍗く・枇牢棒受縄を鯛し
 て㌻・るもめ一もあるらしく、,段々ヤ麦マyイこ}になってぎお
1.出自8山



一1

 る。I
 正月を目前に控えながらサバの相場(/函μ賛.309400

 円)・が一向岬ち直宇㍗のは一ど書した.ことか1一
 水産庁の曾穣課長はr殊嚢渤度をめぐる最近の問題」に拓い一
 て漁葉行政の基本間題を・

 漁業秩序の不安定

 漁業資源の不会定一・。.・=
 漁葉経一営の不安定

 の三項目午要約し千おられる・魚衝あ不漁;繋受縄の鋤、警
 と考え合せ深い感銘を受けた。
 墓ともな札ば人並に何となく瞥瀞轡織零喰・るから鎮である0

 桔枠し花盛.りの荏の二八.重椿

上一野

 養殖部メ.毛

 !!月ノ6目

 。。湾内一のり叡網びぴのりり縄調整㌧'優示会準備(師雫殖
 鯛・ノ、ノ..ラ子式)徽連会長の熱帯魚運搬?北蝸長・竹
元技師

 ㍑月/88

 かたくちいわしの資料整1璽。永山技爾、尉府市での水産学一
会坤席;
 〃月2角・

 衰珠核抜麟の調整、きは漁俸測定、か去くち資料、幽資

 源資料の整理へのり'ひびg.つり鰯調整・展子会の叩予・こ
 の処全く一ネーコめ手も借・りたい仕あ忙がしさだ。

'39`



 .!/月27日一・一'一、二、I'∵'.・'・∴一
 対馬暖流轍鋏之幽垂邸盤替庁漁業管理車技士響枝・
 惨氏来訪、薬務内容説国旗、テラビヤの養殖実』態を魔敬一し
 た。・・.・{†・

 /!月28～!2見!/巳一

 展示会準衡,黒蝶負'内敦り作築本年初めてめあさくさの一
 ノり.揮採と.抄壌≡o

調査一部目言己.

 !2月!日～20目

 藩威武、展示会準備(部員)
 !弗・/、夕日.

 集約語藍資料とりまとめ・(別府)

 3～年度事業報告替編集(又木)

 水質謁壷まと.あ:.一(九万田)

 アオサ全勝駿健.量(靖子丸).

 襲鯛㍗、一一一・一・.・.二・∴
 μ貞!目''憂示会準霜の謂始.
 展示杢あ会まで紀まとIまった儲態を実行に。ラつす、一展示会
 牢強想も自搾で一審一るところに意義Iをもつので、いよいよ手
 づけ一肌ば、次から次えと課題が一ふく・れて、.この,た一めの残拳
 承蓬壷となるらI
 就中水産課甑工藤の各位が手擦当提げて応援して一i(たk伽,
 た騒は害撃二につ・く奄識㌦一
 μ肌身狽一∴'ろ一しおソーセー・ジ製造.=.

 目箭に迫りた落成氏拳構そ、生産とじる干はないのに、需
二40二



 要面からのはげしい要.求11のだ・め.紀“'本ニバーウコーク、で製・

 透牽果{∵・.・・一∵㌧、.'・・、一1、.
 蝸扮岬・・乾鱗擾一の野付工㌣
 練子会社窮星工鰍綿る鉾装置で笛弘

 珀本県では薮機械のものほ第三号となるけれども、これによ一

 って穣棲乾燥のテキスト・宰㍗と?くり.た～
 !2月/8目ρ!2号らいかい機の据付

 嬢晶詞様であつ把.今までのら仙かい機は、展示会を契機と一
 して株式会栓螂屋鉄工蕨の揚力で新型機械と義え替えた0

 1ユ月ユ0㌧221ヨ.復興落成式水産展季会
 !ユ月見架;冒哨き昼.・.・・うしおソーセージ製造

 うしおソ'干弘一汐Fの一駆牽態勢に応える製造である。

 オーバータイムの炸薬であったが少人数で言日録的生産成績

 をあげた。

 昭和3.2年を送る

 過ぎんとする昭和32年の成果は・後退が、環肇そのまふ幹、・
 叉=勝進絶密グた鯉占・今舛甚だ責える麓合でなヤ・から、年末の
 今噌1で残一似渥.鎗蹴麹滋箏嬉魯たい。・.・

 今年一椿いそが』かりた。(何事でも、今の年末がいそがし^
 いぎまりき・ρた気持から・ではなく}ながい!3ケ月のうちで.、

 発展段階の仕事は㌦弓一=しお煮〃と什ソーセージ〃だ疹てあつ..

 たの㌦舳忙しさで終始してMへれば事藁と後金が二.・
 致してな1ハ末合理な詩画実行Iのせいだろう邊しかレ少数の.蔀'、

 貢は岬願甲繕の"うしお煮・"を応用1研郎師する鮒を琴
 にし・ソ・セ・～な多獲魚網笛一義の研究目㍗堅持㌣.。{
 てやまないところをもって得とした、い。

 溝“多国的に水揚実績は戦静水革を、超過し。帯魚辛りも加手
 品淘が増加しつ∫奉る現況からして・犬醤寧亡に惹竿する政.
 府の施・純順応する手段として・."うしお煮"・とリO㌃

 ・・41`一



 ジ・をとりあげたことは犬歯な咋ある㌔、
 復興という画癌釣姪機牢恵率れたお撃で大半φ撃造施設に面
 ★副を一一新する幸を得た.寧。知・32弔軍は躍進のiバしずえとなる
 も一のとして忘れら牝一耐㎞だろう;

参一一筆巨'記

 .'〃月・/3日琴験室建築打合せ一。.
 〃戸畑ぶっ蝉加工試験(泰餓・)2カビ蝉歩・留!毎7ト

%騒廟丸入港

 マベ天然採苗器投入

"月咋'燦水蝉志賀手事来場
 繍主事名・瀬へ笛張一

 ・I!一!砂朋～/2腕'瀬無一季釣嚇
 ・〃崩紬マベ生殖巣調査I

 μ月3鵬かつお騎加工試験」・(本節)3弟ピ自乾歩留!易5%

 〃月2.8目マベ成長度測定

 ノ2月2日一癖民内むう水揚諭査

＼

 一'一周月拓邦湘貝類・'鯛類藤本望塾作域・・二・一＼
 ・リ2島3費榊6昌かりお錆生産販売扶掘韓びlc加工静導ρため名・

 ''輝清一(金畜匁・宝勢丸窺合)鴫張石神技師実爵
 技騎祷・

 ・4畠月5日～7目昭和3・2年さんご漁獲高集諦

 5・胡8日かもめ丸瀬魚一本釣出港(電蟻島)

 〃;胡9.目かつお節加工試験(本節)㍑ビ白乾歩留m%.
 瀬戸内むろ水錘調査・

 ・4'一・



編集後記

 △タイプ嬢が結先を布でくるんでの大ふんとう目覚しくよラ
 やく「2茱号」一発刊の遼びとなりました。。編集部貴一局「

 百方に借りある如し一」ρ気持干迎春。

 暮もおし追ってから本場藩一成一武一展示会、予算養定等々ウ

 ンカの如・き大軍に攻め立てられて、、アッと云う簡健土俵を
 割.つだ次第b乞樹了承。.

 △魔大水産学部高橋先生球二名の方から寄せられた長文の「

 魔児島湾潮流鶴溺報告一時節柄興味しんしん。百方里の
 洋たちどころにして本碍の中に呑み緑されたかの感。,玩味

 熟読を願う。

 △衡に汚した創立記念水産展示会。.

 見席えがあったとの評判に・ニケ月近い準糖の苦労も忘れる

 △漁桑部の苧桑鰍.改良漁早・今ケポの新鋭電飾呉
 春・殖部のモ・デル漁一村と浅海増殖穣塑、大島分揚の貝の穣奉
 製造部の加工一議椴、各種加工品、調査部の理科学器異装置

 数段課・水産課萬晶の各種水産統計、考古資料、漁業団体
 から銅撰業記録写真等々、多彩な展示晶はずいぶん目の薬

 になったとはあながち手前昧曜ばかりでもたい。
 △のり業者岬る走ろうが、月給敢帆は有難い跳正一月で
 ある、。

 うし榊㈹新春」∵二一


